















『Dictionary of Philosophy and Psychology』Vol. Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ（Part 1、2）、
Peter Smith、1960.




『Encyclopedia of Psychology』、2nd Ed.、Vol. Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、John Wiley & Sons、
New York、1994.
この書の初版は1984年で、2001年には3rd Ed.が、Craighead,W.E.、&　Nemeroff,C.B.（Eds.）『Corsini 
Encyclopedia of Psychology and Behavioral Science』として出版されました。2nd Ed. の Vol.4 は一
冊全部 Biography と文献目録で埋まっています。3rd Ed. にはそれはなくなり、各項目毎に References、
Further References が附されて、研究上の便宜を計っています。それぞれ一長一短です。






『Handbook of Experimental Psychology』、John Wiley & Sons、INC.　New York、1951.
名著との譽れ高い文献です。Sperry,R. や Miller,N.E.、Spence,K.W. 等が執筆していて、力作揃いです。
辞典以上の精巧さを備えた、貴重な文献だと思っています。もっとも 1988 年には、Atkinson,R.C. et al









（1）Pavlov,I.P.（Trs. & Ed. by G.V.Anrep）
『Conditioned Reflexes： An Introduction of the Physiological 
Activity of the Cerebral Cortex』、Oxford University Press、1927.
（2）Pavlov,I.P.（Trs. & Ed. by W.H.Gantt）
『Lectures on Conditioned Reflexes: Twenty-five Years of Objective 











（2）は Gantt 版と称されているもので、副題に掲げられているように、Pavlov,I.P. の 25 年間の論文を、
独自に編んだもので、資料には Anrep 版と重複している部分もあります。「Authors Preface」（Pavlov、
1928）が寄せられる一方で、Harvard University の Cannon,W.B. 教授による「Introduction to the 
二
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English Translation」が寄稿されて、当時の期待の大きさを彷彿とさせます。そして「A Biographical 
Sketch」（Gantt）も附されております。
（3）は、慶應義塾大学医学部の第一生理学教室の教授であった林 髞（1897-1969）が 1932 年、当時




（4）は、( 旧 ) 三菱化成生命科学研究所の川村 浩の和訳です。1935 年にソ連邦科学アカデミー出版が
















うとしたものです。当時の科学的技術の未開さゆえに、現象的な興奮 excitation、制止 inhibition だけか
ら、神経細胞の excitation、inhibition までを推測していったわけです。
学習心理学は、この条件反射を、条件反応へと置換して、喚骨脱胎して、行動レヴェルの理論に仕立
て上げていったものです。反射 Reflex の世界から、反応 Response の世界へと置き換えることで、心理
































『The Psychology of Learning』、McGraw-Hill Book Company,INC.、1952.
McGeoch,J.A.、& Irion,A.L.
『The Psychology of Human Learning』、New York: Longmans Green、1952.
Kimble,G.A.（Ed.）
『Hilgard and Marquis’Conditioning and Learning』、Appleton-Century-Crofts,INC.、1961.
Deese,J. の書は、どちらかというと初心者向けというもので、Kimble,G.A（1961）を読んだ後で





なんといっても Kimble,G.A の『Hilgard and Marquis'……』は、学習現象・理論を網羅したもので、
第一級の概論書として、勉強会等で輪読するのに最適の著書でした。学習心理学研究の中に、金字塔を打
ち立てたといえるでしょう。
Stanford University の Hilgard,E.R.（1904-2001）教授は、これらの業績によって、1967 年アメ
リカ心理学会から、Award for Distinguished Scientific Contribution という、最も栄誉ある賞を、





次に和書ですが、1957 年の古武 彌正、新浜 邦夫（共著）による『条件反応』、があります。この本は
共立出版の「現代心理学大系」の一冊として上梓されたもので、Hilgard,E.R.（1940）、Keller,F.S.、& 
Schoenfeld,W.N.（1950）〔これは名著、後述〕、林 髞（1937）〔古武の恩師〕、Skinner,B.F.『Science 
and Human Behavior』（1953）、Hull,C.L.『Principles of Behavior』（1943）を参考にして著したと序
文で述べていますが、読後感としては Hilgard,E.R. の要約版です。日本語で読める好著といえます。こ
れを読了して原著を当たると、理解が容易になるでしょう。







『Principles of Psychology ー A Systematic Text in the Science of Behavior ー』、Appleton-
Century-Crofts,INC.、1950.
Bolles,R.C.
『Theory of Motivation』、A Harper International Edition、1967.
古典のみに限定いたしましたが、きりがありませんので、概論書に関しては、この辺で終わりにしましょう。
以上縷々述べて参りましたが、学習研究を勉学しようとするには、Pavlov,I.P. の『条件反射学』と







挙げておきます。それは Pavlov,I.P. 門下の異端で奇才、ポーランド人の生理学・心理学者 Konorski,J.
（1903-1973）の著作です。現代のアメリカ心理学の学灯に大きな足跡を残していると考えられます。つ
まり次の流れです。
Konorski,J. → Solomon,R.L. ※ → Rescorla,R.A.
〔現代アメリカ心理学界を代表する学習理論家〕　
Tolman,E.C. → Solomon,R.L. ※ → Seligman,M.E.P.
〔Learned Helplessness;Positive Psychol. の提唱者〕
※ 同一人物 : U.Pen. Prof.(1918-1995)
Konorski,J.
『Integrative Activity of the Brain —An Interdisciplinary Approach—』、The University of 
Chicago Press、1967.
Konorski,J.（Trs. by S.Garry）







『Animal Motivation　—Experimental Studies on the Albino Rat—』、Columbia University 
Press、New York、1931.




実験装置：Columbia Obstruction Box で、この装置の開発にはかなりの時間を要したようです。その
平面図を一部修正して、Fig.1 に引用、図示してある。この装置は木製で、高さは 76.2㎝あり、内外と






10.1㎝四方のトンネル状の廊下になっており、ここを通って C へ通じている。B の床はグリッドとなっ
ており、通電可能となっている。d2 は振り子状の扉になっており、ラットが鼻で押してここを通過する
と、d2 は天井にある磁石に接着して、E に動物の体重がかかり、電気的に透明扉の d3 が自動的に開扉す
る（see Fig.1）。ただし母性と探索動因をテストするときのコンパートメント D は、それぞれそれなりに
工夫・変形されている。
被験体：アルビノ・ラットで、生後 30 日で離乳し、生育後 150 日位まで Wistar Institute で、雌雄一
緒に飼育された。この時点で、実験室に隣接する飼育室に移され、実験室の環境に馴致するようにした。




予備訓練：コンパートメント D に誘因対象を導入し、被験体は A から C へ 4 回の横断走行を許された。
その際コンパートメント B で、電撃は与えられない。そして第 5 回目の走行で、B で初めて電撃を受けた。
ただし探索動因の群では、予備訓練の 4、5 回目の横断以外では、コンパートメント D には近づけないよ
うにした。これは誘因としての探索ボックス内の誘因価（おがくず、木片、コルク、ゴムのマット、金網
等）を、低めないためであった。
テスト：コンパートメント D に誘因を挿入しておき、動因剥奪を受けた動物は、A から D へ走行する
わけですが、その際コンパートメント B で、弱い電撃を受ける。その有害刺激に耐えて、乗り越えて、
20 分間に走行する反復回数を動因強度として測定した。動因剥奪期間の条件は、すべての動物が、最長
8 日間（雄の性動因のみは 28 日間）、各条件日ごとにテストされた。コンパートメント D には誘因が用
意されているわけだが、ここへ到達した動物は、30sec. 間摂食、摂水等を許された。
　結果と考察：各々の条件でもっとも高得点を記録した剥奪期間のみの資料が、TABLE 1 に引用、修正
 A , entrance compartment; B , obstruction compartment; C , D , divided incentive 
compartment; E, release plate; d 1, manually operated door of entrance compartment; d 2, 












TABLE 1 の下段 (combined) は、いくつかの文献に引用されている表ですが、資料整理の方法に偏り
がある嫌いがあります。つまり TABLE 1 では、高得点を記録した剥奪期間日のみの資料で整理されてい












Thirst 1st day 10 21.10 11.60 54
Hunger 4th day 10 19.10 5.87 31
Sex 1st day 20 13.45 4.03 30
Exploratory Only 1 tested 20 6.00 4.89 81
（Female）
Maternal Standard age 10 22.40 9.14 41
Thirst 1st day 10 19.70 11.10 56
Hunger 2nd day 10 19.00 8.91 47
Sex Oestrum 21 14.14 5.14 36
（Combined）
Maternal Standard age 10 22.40 9.14 41
Thirst 1st day 10 10 20 20.40 11.40 56
Hunger 3rd day 10 10 20 18.20 7.58 42
Sex 1st day & Oestrum 20 21 41 13.80 4.64 34
Exploratory Only 1 tested 20 6.00 4.89 81
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TABLE 2
Showing score (crossings) for the various drive conditions
※: Standard Age
※※: Oestrum
網掛け : see TABLE 1
ここでは以下、比較条件が渇、飢餓動因のみに限定されますが、各剥奪条件日毎に検討してみます。こ
の資料は順序尺度ですから、比例計算は不可能ですが、おおよその目安とします。0 days で、渇 4.15 ／
飢餓 2.40（1.73）、2 days で、16.00 ／ 17.60（0.91）、4 days で、13.60 ／ 18.10（0.75）、6 days で、7.20
／ 14.10（0.51）というように、剥奪期間が短いほど、渇動因の強度が強く、長くなるほど、その強度が
逆転する傾向があります。あくまでも傾向です。しかし、30 秒間の摂食と摂水を等価とはみなし得ない
でしょう。つまり 1 回 30 秒間の摂水が、摂食に比べての充足感に関係していることを推測させます。表中、









動因条件 性差 個体数 0 days 1 days 2 days 3 days 4 days 6 days 7 days 8 days
母性 ♀ 10 ※ 22.40 …… …… …… …… …… …… ……
渇 ♂ 10 3.70 21.10 16.70 …… 12.70 7.50 …… ……
♀ 10 4.60 19.70 15.30 …… 14.50 6.90 …… ……
合算 20 4.15 20.40 16.00 …… 13.60 7.20 …… ……
飢餓 ♂ 10 2.70 …… 16.10 18.00 19.10 14.20 …… 9.80
♀ 10 2.10 …… 19.00 18.40 17.00 14.00 …… 6.00
合算 20 2.40 …… 17.60 18.20 18.10 14.10 …… 7.90
性 ♂ 20 3.60 13.45 …… …… 12.60 …… 12.25 ……
♀ 21 ※※ 14.14 …… …… …… …… …… …… ……
合算 41 13.80 …… …… …… …… …… …… ……























　味覚嫌悪研究の創始者 University of California at Los Angels の Garcia,J.（1917-　）教授は、そ
の心理学の基本を、Tolman,E.C.（1886-1959）に置いていると述べておりました。彼の学生時代の
U.C.Berkeley 本校の研究室の主任教授が Tolman,E.C. であったからであり、現在でも高く評価している
ということでした。しかし彼が勉学の途上で Tolman,E.C. は亡くなり、その後任として Krech,D. 教授が
赴任してきました。Krech,D. はその後、社会心理学に転じたが、何か政治的な事件に巻き込まれて、ま
たもとの学習研究にもどってきたそうです。この時 Krech,D. は Krechevsky,I. と改名して、「Hypotheses」
という概念をもってきた。Garcia,J. は、この Krech,D.；Krechevsky,I. の前半と後半との研究を受け
継いでやってきた。特にこの「Hypotheses」という考えが、彼の心理学の基本になっており、それを指
針として研究を進めてきたと語っていました。この Krech,D. 時代に著した書が手元に残っております。




































































































た Seligman,M.E.P. は「Positive Psychology」を提唱しました。歴史的に negtive 事象を model として





筆者の個人的な経験に言及します。筆者の脳神経生理学研究上の師である東北大学 脳研の名 誉 教 授 
中 浜 博 先生は、若き頃、慶應義塾の林 髞 教授のもとで助教授の職位にありました。先生はその後、ロッ
クフェラー財団の援助を得て、Johns Hopkins University へと転じて、Mountcastle,V.B. 教授に師事し

















容の詳細については不明でした。この文献は、公式には東京大学 理学部、京都大学 理学部、新潟大学 旭
分館のそれぞれの図書館に所蔵されていることが確認されていますが、古いものでコピーが困難でした。
そこで大正大学 図書館へ依頼していたところ、山田 雅実 女史のご尽力で、2008 年 3 月に入手すること
ができました。
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